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* 1  迅速化法 2条 1項は，裁判の迅速化は，第一審の訴訟手続について 2年以内のできるだけ短い期間内にこれを終局
させること等を目標として，「充実した手続を実施すること」並びに「これを支える制度及び体制の整備を図ること」
により行われるものとし，①運用面における関係者の取組と②必要な制度・体制の整備という総合的な方策を実施
することによって裁判の迅速化を図るという基本的な枠組を明らかにしている（松永邦男「司法制度改革概説①司
法制度改革推進法／裁判の迅速化に関する法律」335頁（商事法務，平成16年））。

 そして，同条 2項は，上記裁判の迅速化に係る制度・体制の整備について，「訴訟手続のその他の裁判所における手
続の整備，法曹人口の大幅な増加，裁判所及び検察庁の人的体制の充実，国民にとって利用しやすい弁護士の体制
の整備等」により行われるものとし，迅速化法 3条は，国は，裁判の迅速化を推進するため必要な施策を策定・実
施する責務を有し，迅速化法 4条は，政府は，前条の施策を実施するため必要な法制上又は財政上の措置その他の
措置を講じなければならないとしている。このように，迅速化法は，「基盤整備法」としての性格を有している（第
1回報告書 4頁）。

 また，上記裁判の迅速化に係る制度・体制の整備については，具体的には，迅速化法 8条に基づく最高裁判所の検
証の結果等を踏まえて進められていくことになると考えられている（松永邦男・前掲335頁。迅速化法 8条 2項も
参照。）。

 なお，同項は，「裁判所…の人的体制の充実」と規定しているが，裁判所の物的体制の充実を図ることについても，
上記「裁判の迅速化に係る制度・体制の整備」に含まれ得るものと考えられている（松永邦男・前掲336頁）。
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* 2  迅速化法 2条 1項は，裁判の迅速化は，「充実した手続を実施すること」のみならず，「『これを支える』制度及び体制
の整備を図ること」により行われるものとし，同条 2項は，上記裁判の迅速化に係る制度・体制の整備について，「訴
訟手続のその他の裁判所における手続の整備，法曹人口の大幅な増加，裁判所及び検察庁の人的体制の充実，国民
にとって利用しやすい弁護士の体制の整備『等』」により行われるものとし，同法 8条 1項は，「最高裁判所は，～裁
判所における手続に要した期間の状況，その長期化の原因その他必要な事項についての調査及び分析を通じて，裁
判の迅速化に係る総合的，客観的かつ『多角的』な検証を行い」としていることに照らせば，上記のような裁判手続
外の社会的要因に関わる論点についても検証作業において取り上げるに値するものと考えられる。
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* 3  なお，前掲Ⅰ2.2.3脚注13でも述べたとおり，これらの施策は，検証検討会における議論に基づき，裁判の適正・充実・
迅速化を図る上で有効であると考えられるものを，できる限り広範に取り上げ整理したものであり，今後，これら
の施策を進めるに当たっては，別途，関係機関，団体等における十分な検討が必要になることはいうまでもない。

* 4  第 3 回報告書の公表時点において，民事訴訟事件の新受件数は過去最多に上ったものの，同報告書でも取り上げた
運用改善等もあって，民事第一審訴訟事件全体の平均審理期間は短縮化傾向にあった上，審理期間が 2年を超える
事件の割合及び数も減少傾向にあり，専門訴訟の平均審理期間も，医事関係訴訟，知的財産権訴訟等では，短縮化
傾向にあった。もっとも，人証調べを実施して判決で終局する事件の審理期間はなお一定の水準に留まっており，
審理期間が 2年を超える事件も一定数残存していた。また，その後，裁判所に持ち込まれる事件は，民事訴訟事件・
家事事件を中心に複雑さ・困難さを増しているところ，平均審理期間は，民事第一審訴訟（全体）については，平
成22年に若干長期化に転じており，民事第一審訴訟（過払金等以外）も下げ止まりの傾向にあり，審理期間が 2年
を超える事件の割合も，平成21年に増加に転じた。

* 5  もとより，上記のとおり，近年，各種の重要な法改正が実施され，あるいは検討過程にあることもあり，制度面の
施策については，その多くが法文化・法制度の在り方全般にも関わる検討課題という意味合いを有していることは
否めないものの，社会経済情勢の変動が激しい近年の状況や迅速化法の基本的枠組に照らせば，制度面の施策は十
分に検討されるべきである。
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* 6  ここでいう合理的根拠としては，統計データ（平成20年 1 月から12月まで）による分析はもとより，弁護士からヒ
アリングを行った結果（訴え提起前や争点整理期間における活動の実情等について，最高裁判所の担当者が直接聴
取したもの。全国13か所で実施。）を取りまとめたものや，裁判官からヒアリングを行った結果（第 2回目の迅速化
検証の際に実施。）を改めて取りまとめたもの，関連する各種文献等を活用したところである。このうち，統計デー
タの分析に当たっては，いわゆる過払金返還請求訴訟の影響を除去したデータも活用するなど，できる限り実情に
即した客観性，合理性の高いものとなるように努めた。

* 7  知的財産権訴訟に関する長期化要因については，検証検討会において，同訴訟については既に実施されている施策
に加えて独自に新たな施策を検討するまでの必要はないとされたので，ここでいう施策を検討する対象となった長
期化要因には該当しない（後記4.3の後の（参考）（59頁）参照）。

* 8  本報告書概況編と同様に，統計データについては，特に明記しない限りは，既済事件を対象としている。
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* 9  第 1 回報告書においては，担当裁判官一人当たりの民事訴訟事件数と，平均審理期間，平均全期日回数，平均期日
間隔との関係について，ごく概括的ながらも一度分析を行っているが（第 1回報告書153頁，154頁），その際には，
担当裁判官一人当たりの民事訴訟事件数と平均審理期間等との間に特段の関係を見出すことはできなかった（な
お，同報告書では，裁判官によって担当している事件の種類が区々であることから，一人当たりの民事訴訟事件数
が，その庁の裁判官の事務負担の実態を示すものではないことを付言している。）。

*10 後記5.1.1（2）のとおり，長期的・大局的にみると，新受件数と弁護士数との間には，ある程度の相関関係が認め
られる。
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